












A Study of Expressive activity in Art （２）
─ A certain consideration about the Concert of wind-instrument music ─
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構成 ２部 ２部 ３部
特集・企画 有 無 有（ゲストとの関連）
ゲスト 無 有（奏者・指揮者） 有（各種市民ゲスト）
菅原：芸術の表現活動に関する研究（２）22
ズなど幅広いジャンルから選曲し，業務としての需要度を重視し，カラーガーズ隊のパフォー
マンスにも工夫を凝らしたステージを創るため，ポピュラーとマーチングから選曲している。
　構成，特集・企画，ゲストを比較すると，札東商は２部構成ではあるものの特集としてテー
マを決め，それに沿った選曲を行い，更に自分たちのパートメンバーに合わせた編曲をしてパー
ト紹介を行っている。ゲスト招いていない点も含め，自分たちがやりたいと考える演奏会を自
分たちの手で工夫して創り上げることを重視しているからと考えられる。札吹においては，基
本的に特別な特集や企画を持たず，オーケストラにおける一般的定期演奏会のように構成され
ており，またゲストも毎回招くわけではなくプログラム構成上適切と思われる範囲で効果的に
取り上げられていることから，吹奏楽演奏を純粋に音楽的に鑑賞してもらうことを目的として
いると考えられる。消防音楽隊においては，毎回市民ゲストとして多岐にわたる演奏家（団体）
を招いているが，これは消防音楽隊を通じ札幌市内で活躍する音楽家（団体）を広く市民に紹
介する意味もあり，札幌市の文化活動奨励にも一役買っていると考えられる。
　以上のことから，吹奏楽団体における表現活動の場である演奏会の企画・構成はかくあるべ
しという定番はなく，演奏団体それぞれの活動目標や意義に沿った企画・構成を考え，その意
図がより確実に効果的に聴衆に受け入れられるような工夫が必要であると考えられる。誰を対
象に，何を伝えるために行う演奏会なのかをしっかりと踏まえた企画・選曲・構成によるプロ
グラムと，それを的確に表現する技術と音楽性を持ち合わせることが重要であり，それらの相
乗効果によって多様なニーズを持つ聴衆からも共感を得られるような表現力豊かな演奏会が可
能になると考える。
付　　　記
　本研究は平成22・23年度北翔大学北方圏学術情報センター研究費の助成を受けて実施した。
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